
トライアスロン CS システム

Triathlon® CS
Total knee system

▶安定性を維持しながら可動域を獲得
▶MISデザイン
▶術中選択の柔軟性
▶良好な臨床成績



Triathlon® CS
Total knee system
安定性を維持しながら可動域の獲得
▶︎�トライアスロンCSインサートもトライアスロン人工膝関節シ

ステムのロータリーアークデザインを採 用し、深 屈曲時
の回旋運動を許容

▶︎�内外旋の許容を犠牲にすることなく、前方の制御性をよ
り大きく確保

▶︎�C R / P Sインサートと同様に屈曲1 5 0度、内外旋2 0度ま
で許容するデザイン1

良好な臨床成績
▶︎�i n v i v oにおける術中キネマティクスの比較調査におい

て、CSインサートはPSインサートと同様の安定した運動学
的パターンを示した2

▶︎�PCL切除患者における5年のフォロー調査では、CSイン
サートを使用した患者はPSインサートで得られた結果に
匹敵する臨床結果を示した3

▶︎�PCL温存患者における短期追跡調査ではCS/CRイン
サートを使用した患者において臨床的生存率と機能的
転帰に差はみられなかった4

MISデザイン
▶︎�PS（顆間）ボックス形成の必要がないため、多くの骨温

存が可能

▶︎�ポスト＆ボックス骨切りが必要なく、CRタイプの簡便性と
PSタイプの前後安定性を同時に獲得

術中選択の柔軟性
▶︎�PCL温存または切除のどちらの症例でも使用可能

▶︎�大腿骨コンポーネントはCRタイプを選択

過伸展時の制御性を
高めるデザイン

隆起した前方リップ

2.54mmの前方隆起

サイズ
厚さ

9mm 10mm 11mm 12mm 14mm

#1 5531-G-109-E 5531-G-110-E 5531-G-111-E 5531-G-112-E 5531-G-114-E

#2 5531-G-209-E 5531-G-210-E 5531-G-211-E 5531-G-212-E 5531-G-214-E

#3 5531-G-309-E 5531-G-310-E 5531-G-311-E 5531-G-312-E 5531-G-314-E

#4 5531-G-409-E 5531-G-410-E 5531-G-411-E 5531-G-412-E 5531-G-414-E

#5 5531-G-509-E 5531-G-510-E 5531-G-511-E 5531-G-512-E 5531-G-514-E

サイズ
厚さ

9mm 10mm 11mm 12mm 14mm

#1 5530-G-109-E 5530-G-110-E 5530-G-111-E 5530-G-112-E 5530-G-114-E

#2 5530-G-209-E 5530-G-210-E 5530-G-211-E 5530-G-212-E 5530-G-214-E

#3 5530-G-309-E 5530-G-310-E 5530-G-311-E 5530-G-312-E 5530-G-314-E

#4 5530-G-409-E 5530-G-410-E 5530-G-411-E 5530-G-412-E 5530-G-414-E

#5 5530-G-509-E 5530-G-510-E 5530-G-511-E 5530-G-512-E 5530-G-514-E

トライアスロン CR 脛骨インサート X3＊2

カタログ番号一覧 厚さ16/19mmおよびサイズ6/7についてはお問い合わせください。9/11mmは、カタログ番号末尾に「-E」が付かない製品が混在します。

医療機器承認番号 販売名

＊1　22300BZX00093000
＊2　22200BZX00898000

30200BZX00376000

トライアスロン　CS　X3　脛骨インサート
トライアスロン人工膝関節X3
トライアスロン　人工膝関節システム　ＰＳ

トライアスロン CS 脛骨インサート X3＊1
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